実習項目：２　聴覚検査、聴力検査
実習要旨：

①原理

　オージオメータ法では、音の周波数、大きさを変えて被検者に聞かせることにより
　被検者のききうる最小の音の強さを求める。

②目的

　

③使用機器・器具

・オージオメータ　ＡＡ－６８Ｎ　（リオン株式会社）
・受話器
④操作・測定方法
１．機器の準備
(i)オージオメータを接地し、電源コードをコンセントへ

この後、5分以上そのままで待つ。

　　(性能が安定するのを待つため)

(ii)オージオメータの受話器から音が出ることを確認

(iii)左図のようにして防音室に受話器のコードを通す。

２．検査の準備
(i) 被検者への説明

　・音がきこえたとき、きこえなくなったときの応答方法

　　音がきこえたと思ったら、ただちにボタンを押す

音がきこえている間はずっとボタンを押す必要がある。

(音はピッピッという途切れた音であるが、その音の調子に合わせて押さない)

音がきこえなくなったと思ったら、ただちにボタンから手を離す

・検査する耳の順序
　右耳、左耳の順で検査を行う
・検査前に練習があること　　　　　　等
その他、質問があれば適宜応答する。

(ii) 被検者の準備

・被検者には防音室に入ってもらい、受話器の取り付けを行う。
　　　被検者は装置が見えないように、装置に背を向けて座ってもらう。






受話器の取り付けは検者が行う。






注意点：
右耳には赤、左耳には黒の受話器を付ける。
受話器と耳の間に髪が入らないようにする。






メガネ、ピアスのような邪魔になるものは

取り外してもらう。





被検者に合うように受話器の長さを調整し、

安定した状態にする。
３．測定方法

　　右耳、左耳の順に測定を行う。

１） 応答の練習

　応答の練習では次のような事ができる。

　①１０００Ｈｚで最小可聴値の目安を知る。

　②検査中聞こえてくる音がどのようであるかの確認。

　③合図の練習

　

　練習が終わった後、被検者に練習が終わった事を伝え、受話器、合図のボタンの調子などを聞いておく。また、次からは実際に検査を行う事を伝える。

２） 検査開始

　・周波数は、1000Hz→2000Hz→4000Hz→8000Hz→1000Hz→500Hz→250Hz→125Hz

　　の順で検査を行う。

　・音の聞かせ方(実際に行った方法)

①最小可聴値の目盛よりも１０dB弱い音から、１～２秒で５dBずつ強めていく
　　②聴こえた合図を確認したら、その域値から１０dB強め、また１～２秒で５dBずつ弱める
　　③再び聴こえなくなった点を確認
　　④周波数を変えて①～③を行う。
　　⑤両耳で、全周波数の検査が終わったらただちに被検者を解放

　　　被検者が気になるような物音がなかったかどうかなどを聞く

　　注意点

　　１０００Hzは2回測定するが、この2回の測定値が１０dB以上異なる場合は測定しなおす

　　検者はダイヤルを回す速度が速くなることがあるので気をつける
３）結果
４）検査の際に感じたこと、それに対する改善すべき点
　　
・ヘッドホンの付け心地が気になった

　　　→検者は被検者の耳に受話器が当たって固定されていることを確認

　　　　被検者が気にせずにできるように配慮する

　　・自分の動く音、心臓の音にも敏感になった

　　　→集中して聴いていると周りの音にかなり敏感になる。

　　　　周りの音によって検査が困難であったら一時中断するなどの措置を取る

　　・どんな音が聴こえてくるかわからず、聴こえ始めるまで長い時間かかると疲れた

　　　→検者は記録や、周波数の切り替えなどを素早く行い、速やかに検査を行う。

　　　　ただし、音の大きさを変えるときに速くなってしまっては結果に影響するので注意する

　　　　また、十分にどのような音が聴こえてくるかを事前に聞かせるなど

５）考察
６）感想
参考文献










